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世
論
も
与
野
党
も
あ
げ
て
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
改
修
や
白
紙
撤
回
を
求
め
つ
つ
あ

る
。
何
を
、
ど
う
修
正
す
る
か
。
廃
止
な
ら

い
っ
た
い
ど
ん
な
対
案
が
あ
る
の
か
。

激
し
い
反
発
の
主
因
は
何
か

当
事
者
の
75
歳
以
上
を
中
心
に
、
こ
れ
ほ

ど
に
強
い
批
判
が
渦
巻
く
の
は
な
ぜ
か
。

新
し
い
制
度
へ
強
制
的
に
引
っ
越
し
さ
せ

ら
れ
た
戸
惑
い
、
周
知
不
足
の
う
え
大
量
の

保
険
証
が
届
か
な
い
事
務
的
ミ
ス
も
多
発
し

た
。
年
金
か
ら
の
保
険
料
天
引
き
に
対
す
る

抵
抗
、
そ
の
保
険
料
は
従
来
に
比
べ
高
い
の

か
、
低
い
の
か
も
分
か
り
づ
ら
い
苛
立
ち
、

保
険
料
算
定
の
ミ
ス
ま
で
加
わ
っ
て
事
態
は

悪
化
し
た
。

し
か
し
、
根
本
的
に
は
75
歳
以
上
が
一
律

に
別
扱
い
さ
れ
る
こ
と
へ
の
反
発
で
は
な
い

か
。社

会
保
険
は
年
齢
、
性
別
、
所
得
レ
ベ
ル
、

有
病
率
な
ど
の
差
を
超
え
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
、
支
払
い
能
力
に
応
じ

て
負
担
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
給
付
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
理
念
と
機
能
か
ら

考
え
、
75
歳
以
上
の
み
で
作
る
新
制
度
は
異

例
の
設
計
で
あ
っ
た
。

こ
の
素
案
が
発
表
さ
れ
た
際
、
筆
者
は

「
75
歳
以
上
を
巨
大
な
病
院
船
に
収
容
す
る

よ
う
な
制
度
で
は
な
い
か
」と
、
批
評
し
た

の
を
思
い
出
す
。
も
ち
ろ
ん
前
例
の
な
い
制

度
設
計
を
迫
る
時
代
と
環
境
に
あ
る
こ
と
も

事
実
だ
。

75
歳
以
上
人
口
は
2
0
0
5
年
の
総
人
口

比
9
・
1
％
か
ら
35
年
に
は
20
・
2
％
へ
急

増
し
、
そ
の
医
療
費
の
調
達
方
法
は「
国
民

皆
保
険
」
を
維
持
す
る
た
め
の
最
難
問
に
違

い
な
い
。

75
歳
以
上
・
未
満
の
統
合
化

政
府
・
厚
労
省
の「
超
高
齢
社
会
を
展
望

し
た
新
た
な
制
度
体
系
」の
狙
い
は
、
①
新
制

度
に
よ
っ
て
高
齢
世
代
と
、
現
役
世
代
の
負

担
を
明
確
化
・
公
平
化
す
る
、
②
各
保
険
制

度
と
も
都
道
府
県
単
位
を
軸
に
再
編
・
統
合

を
進
め
保
険
財
政
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
。

確
か
に
75
歳
以
上
の
保
険
料
は
1
割
、
各

制
度
か
ら
の
支
援
金
4
割
、
公
費
5
割
の
負

担
割
合
が
確
定
さ
れ
、
県
単
位
で
全
市
町
村

参
加
の
広
域
連
合
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

同
時
に
75
歳
未
満
対
象
に
変
わ
っ
た
市
町
村

国
保
に
は「
保
険
財
政
共
同
化
安
定
事
業
」が
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導
入
さ
れ
、
レ
セ
プ
ト
一
件
月
額
30
万
円
超

は
県
単
位
で
ま
か
な
わ
れ
る
。
つ
ま
り
県
内

医
療
費
の
約
40
％
が
カ
バ
ー
さ
れ
、
事
実
上

の
広
域
連
合
化
へ
の
第
一
歩
と
も
言
え
る
。

こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
先
行
き
の
あ
る
べ
き

制
度
設
計
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

75
歳
未
満
も
県
単
位
の
広
域
連
合
に
運
営

を
移
管
し
、
75
歳
以
上
と
の
ド
ッ
キ
ン
グ
を

図
れ
な
い
か
。
そ
の
際
、
市
町
村
ご
と
に
異

な
る
75
歳
未
満
の
保
険
料
体
系
も
県
単
位
に

統
一
で
き
な
い
か
。
75
歳
以
上
に
対
す
る
負

担
割
合
は
財
政
調
整
策
と
し
て
残
す
か
、
新

た
に
全
年
齢
対
象
の
公
費
補
助
や
支
援
金
を

設
け
る
の
か
。

難
し
い
作
業
だ
が
、
責
任
あ
る
保
険
者
を

確
保
し
、
給
付
と
負
担
の
連
動
を
強
め
な
が

ら
75
歳
以
上
を
別
扱
い
し
な
い
地
域
保
険
の

近
未
来
像
が
浮
か
ぶ
。

高
知
県
に
よ
る
広
域
化
の
提
案

高
齢
化
や
人
口
減
少
を
背
景
に
市
町
村
国

保
の
運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

最
近
、
高
知
県
は「
国
保
事
業
の
事
務
の
広

域
化
」を
提
案
し
た
。

現
状
で
は
①
高
齢
者
、
低
所
得
者
が
多
く

保
険
財
政
は
脆
弱
で
、
財
政
規
模
も
小
さ
く

運
営
は
不
安
定
、
②
個
別
の
市
町
村
で
は
煩

雑
な
事
務
や
シ
ス
テ
ム
改
修
・
維
持
に
対
応

が
難
し
い（
要
旨
）。

こ
の
た
め
県
内
34
市
町
村
で
構
成
す
る
広

域
連
合
を
組
織
し
、
資
格
・
給
付
・
保
険
料

賦
課
な
ど
を
一
元
的
に
共
同
化
す
る
。
た
だ

し
各
市
町
村
の
担
当
職
員
は
広
域
連
合
職
員

と
併
任
さ
せ
る
。

こ
れ
に
よ
り
運
営
基
盤
の
強
化
・
安
定
や

人
件
費
・
シ
ス
テ
ム
費
等
の
コ
ス
ト
を
削
減
で

き
る
。
さ
ら
に
最
難
問
で
あ
る
市
町
村
ご
と

に
異
な
る
保
険
料
に
つ
い
て
も
複
数
案
を
検

討
し
て
い
る
。

①
「
直
接
賦
課
方
式
」で
全
市
町
村
の
保

険
料
を
統
一
す
る
と
、
負
担
の
平
準
化
や
財

政
基
盤
の
安
定
化
を
図
れ
る
が
、
広
域
連
合

に
は
課
税
権
は
な
く
国
保
税
を
国
保
料
に
切

り
換
え
た
り
、
負
担
増
の
市
町
村
が
出
た
り

す
る
。

②「
分
賦
金
方
式
」で
市
町
村
が
独
自
に
国

保
料
・
税
を
定
め
る
と
、
広
域
連
合
へ
の
分
賦

金
の
支
払
い
が
義
務
付
け
ら
れ
納
付
率
は
1

0
0
％
に
な
り
、
各
市
町
村
の
単
独
事
業
や

減
免
も
維
持
で
き
る
。
し
か
し
、
財
政
基
盤

の
安
定
化
に
は
繋
が
り
に
く
い（
図
参
照
）。

な
お
、
模
索
の
段
階
な
が
ら
県
単
位
で
広

域
連
合
を
目
指
す
意
義
は
大
き
い
。
こ
の
提

案
を
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
含
め
近
未
来

の
地
域
保
険
像
を
描
く
契
機
に
し
た
い
。
高

齢
者
の
怒
り
を
怖
れ
、
わ
ず
か
な
保
険
料
軽

減
や
徴
収
猶
予
の
延
長
な
ど
小
手
先
の
対
応

で
は
先
行
き
を
切
り
開
け
な
い
。
大
事
な
の

は
、
国
民
皆
保
険
の
基
盤
で
あ
る「
地
域
保

険
」を
い
か
に
再
生
・
持
続
さ
せ
る
か
、
に
焦

点
を
絞
る
こ
と
だ
。
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Go Miyatake

■
宮
武

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、
埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
、
目
白
大
学
教
授
。

近
著
に『
介
護
保
険
の
再
出
発

医
療
を
変
え
る
・
福
祉
も
変
わ
る
』（
保

健
同
人
社
）。
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図　保険料の賦課方法（イメージ図）
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